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地域活性化に関する学生及び住民ニーズの分析 
－白山駅～白山浦（白山市場）～学校町通り周辺の学生および住民調査から－ 
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Ⅰ 目的 

 本研究は、地域の特性を活かしながらよりにぎやか

で安全に過ごせるまちづくりをしていきたいと考え、

「白山駅～白山浦（白山市場）～学校町通り」の地域

住民と学生の現状意識およびニーズを調査し今後の

取り組みの方向性を検討した。 

 

Ⅱ 方法 

 調査対象は「白山駅～白山浦（白山市場）～学校町

通り」周辺の高等学校（4校）および大学（1校）の

学生を対象にアンケート調査を行った（調査票配布、

無記名自記入後回収）。また、住民調査は鏡淵小学校

区の居住者（全 2702世帯）を対象とした。調査対象

者の抽出・回収は鏡淵小学校区コミュニティ協議会が

行った。自治会長・町内会長、合わせて 20名に回覧

板に添付し調査票を配布した。記入は世帯主に依頼

し、各自治会長・町内会長が回収した。調査期間は

2011年 6月～12月。主な調査項目は、「白山駅～白

山浦（白山市場）～学校町通り」の街、「白山市場」、

街の「憩いの場」について等である。 

倫理的配慮としては、対象者に調査の目的、調査へ

の参加は自由意思によること、調査目的、結果を公表

することを文書および口頭で説明し、同意を得た。 

 

Ⅲ 結果 

1．学生：高等学校から 1047件、大学から 293件の

回答があり、有効回答数 1340件であった。住民：回

答件数 1029件（有効回答率 38.0％）であった。 

2．「白山駅～白山浦（白山市場）～学校町通り」

のまちに対する、学園の街というイメージの有無につ

いて、学生（高校生や大学生を合わせて以下学生と表

記）は「あまりそう思わない 35.8％」と「まったく

思わない 21.0％」を合わせると約 5割以上であった。

住民は「あまりそう思わない 39.8％」、「まったく

思わない 10.0％」を合わせると 49.8％であった。 

3．「白山市場」の認知度について、住民は「よく

知っている 66.1％」が最も多く、「ある程度知って

いる 27.6％」を合わせて約 9 割を超えた。一方、学

生は「ほとんど知らない 32.0％」と「まったく知ら

ない 31.7％」を合わせると約 6 割以上であった。今

現在、白山市場に足りないものについて、最も多かっ

たのは、学生は「利用しやすい雰囲気づくり 58.8％」、

住民は「無料駐車場 40.1％」であった。また、両者

ともに「市場に関する案内や情報」（学生 33.8％、

住民 36.1％）と「野菜や果物、漬物、花、鮮魚等以

外の食べ物」（学生 14.1％、住民 29.1％）を次に挙

げていた。 

4．「憩いの場」として、まちに気軽に使用できる

場所がある場合の利用について、学生は「ややそう思

う 33.3％」が最も多く、「そう思う 26.1％」を合わ

せると約 6割以上であった。住民は「そう思う 40.7％」

が最も多く、「ややそう思う 24.5％」を合わせると

学生と同様 6割以上を占めた。また、利用したい「憩

いの場」の種類について、学生は「飲食しながら、友

人と話ができる場所 78.3％」が、住民は「健康増進

のための場所 46.6％」が最も多かった。 

 

Ⅳ 考察 

 地域に対する地域住民と学生の現状認識およびニ

ーズ等が明らかになった。学生と住民の相違は、住民

にとって地域は生活拠点であるが、学生は主に通学路

として利用していることによる。従って、各世代のニ

ーズに応えつつ、世代を越えて地域でつながれるよう

な新たな取り組みが求められる。今後は場についての

情報発信、利用しやすい雰囲気・空間づくり、ニーズ

を反映した出店などが課題になると考えられた。 

 

Ⅴ 結論 

 地域活性化に向けて、通学等で利用する学生と生活 

を営む地域住民が共通して利用できる憩いの場を設

け、住民と通学者の交流を図ることが重要と考えられ

る。地域の特性を活がしながら学生と地域住民それぞ

れの生活をより充実させることができ、かつ、世代が

つながるようなまちづくりへの努力が必要である。 
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